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豊田市で確認されたコウフオカモノアラガイ
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A record of Neosuccinea kofui (Pulmonata, Stylommatophora, Succineidae) 
from Toyota City, Aichi Prefecture, central Japan

Yuji Kawabe1）, Jun Seguchi 1）, Kuninori Ban2）and Motohiro Kawase3）

 

はじめに

　豊田市下山地区では，2021年に研究開発施設用地造
成事業（トヨタ自動車新研究開発施設計画）に伴う環
境調査が実施され，筆者らは，その調査の過程で，外
部形態からヒメオカモノアラガイもしくは，コウフオ
カモノアラガイと推定される個体を採集した．
　コウフオカモノアラガイ Neosuccinea kofui (Patterson, 

1971)は，オカモノアラガイ科の陸産貝類で，主に湿
地や水田に生息している．本種は生息地の埋め立てや
水田への農薬散布によって死滅する可能性が危惧され
ており，環境省レッドリストでは絶滅危惧Ⅱ類に選
定されている（環境省，2020）．なお，本種は山梨県，
茨城県，埼玉県，神奈川県の限られた場所に生息する
が，タイプ産地である山梨県甲府市の周辺からは近年
になって発見されていない（環境省，2010）．
　本種は，近縁種であるヒメオカモノアラガイ Neo-
succinea horticola (Reinhardt, 1877)と，貝殻が酷似して
おり，両種は同所的に生息することから，これらの識
別には解剖による生殖器形態の確認が求められる （上
島，1995）．一方，豊田市生物調査報告書によると，
2008年から 2013年にかけて，豊田市全域を対象とし

た貝類調査が実施されており，ヒメオカモノアラガイ
は確認されているものの，コウフオカモノアラガイの
確認記録はない（川瀬，2016）．
　上記の地区で新たに採集した個体を解剖した結果，
生殖器の形態からコウフオカモノアラガイと同定され
たので報告する．
 

採集場所

　2022年 9月 21日，愛知県豊田市蘭町でオカモノア
ラガイ科の生貝 3個体を採集し （第 1図），解剖による
生殖器の確認を行った．
　採集地周辺は，標高 470 mに位置する山間部の谷津
田であり，採集個体は，県道と農道に囲まれた水田の
畦畔や農業用水路に生息していた（第 2図）．

解剖結果

　オカモノアラガイ科の貝類の生殖器のうち ,膣盲管
（vaginal appendix）は ,ヒメオカモノアラガイには見ら
れず ,中国産の Neosuccinea chinensis (Pfeiffer, 1857)と
コウフオカモノアラガイにのみ見られる特殊な生殖器
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官である（上島，1995）．
　採集したオカモノアラガイ科の生貝 3個体を解剖
し，生殖器の確認を行った結果，全個体に膣盲管の
存在が認められた．また，輸精管（vas deferens）と陰
茎（penis）本体との位置関係，膣部牽引筋（vaginal 

retractor muscle）が無いこと，膣（vagina）の内部彫刻
など，生殖器の構造は，コウフオカモノアラガイの
特徴（Patterson, 1971；上島，1995）とよく一致した．
加えて，輸精管が前立腺（prostate gland）付近で広
がっている点は，Neosuccinea chinensisの生殖器の構造
（Schileyko, 2007）と異なっていることから，採集個体
をコウフオカモノアラガイと同定した（第 3図）．
　今回解剖を行った個体は，いずれも交尾嚢（bursa 

copulatrix） があまり膨れず，陰茎もやや貧弱な状態で
生殖器が十分に成熟していない様子であったが，上記
のとおり，生殖器の構造は近縁のヒメオカモノアラガ
イ Neosuccinea chinensisとは異なる特徴を有していた．

　なお，解剖後の個体は，無水エタノールで液浸固定
され，豊橋市自然史博物館で保管されている（TMNH-

MO-39077～ 39079）．

考　察

　今回採集した個体は ,解剖による生殖器確認の結果，
コウフオカモノアラガイの特徴を有することが確認さ
れた．
　解剖を行った個体は，いずれも生殖器が十分に成熟
しておらず，未成熟個体の可能性がある．また，採集
地では，今回同定を行った個体以外にも，外部形態の
酷似した稚貝を含む複数個体が確認されていることか
ら，採集地周辺で繁殖し，安定的に生息していると考
えられる．ただし，今回の採集地において確認された
個体の由来については，国内移入の可能性も否めない
ことから，ミトコンドリア DNAを分析し，分子系統
学的な手法を用いた解析が望まれる．
　本種は，愛知県内において確認報告はされておらず，
今回の採集個体が愛知県におけるコウフオカモノアラ
ガイの初記録となる可能性が高い．
　これまでヒメオカモノアラガイとして報告された記
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採集したコウフオカモノアラガイ．

採集したコウフオカモノアラガイの生殖器．
BC, bursa copulatrix（交尾嚢）; UO, upper oviduct（輸
卵管上部）; T, talon ; HD, hermaphroditic duct（雌雄
両性管）; HG, hermaphroditic gland（雌雄両性腺）; 

Pr,prostate gland（前立腺）; VD, vas deferens（輸精管）; 

LO, lower oviduct（輸卵管下部）; VAp, vaginal appendix

（膣盲管）; PS, penis sheath（陰茎鞘）; P, penis（陰茎）; 

PRM, penial retractor muscle（陰茎牽引筋）．

コウフオカモノアラガイの採集地．

第 1 図．  

第 3 図．  

第 2 図．  
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録のうち，解剖学や遺伝学的知見を伴わない記録につ
いては，コウフオカモノアラガイが誤認されていた可
能性も否定できない．このことから，今回のような解
剖による生殖器の確認に加え，DNA分析を行うこと
によって，本種の新たな分布地が明らかになるものと
考えられる．
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